
島根大学医学部紀要, 第30巻, 43～50頁, 2007年12月 � � � �����������������������
－保健室見学と養護教諭へのインタビューを導入して－

(養護教諭／事前学習／保健室見学)

玉田明子*・原 祥子**・吉田由美***

Students’ Learning Gained Through Observation

of School Health Rooms and Interviews With Yogo Teachers
－Introduced as Prior Learning for an“Introduction to School Health & Nursing”Course－

(yogo teachers / prior learning / observation of school health room)

Akiko TAMADA*, Sachiko HARA** and Yumi YOSHIDA***

近年, 子どもたちを取り巻く問題は深刻化し, いじ

め・暴力・不登校・精神的問題など学校教育現場の抱

える課題は多様化している｡ それに伴い, 学校におけ

る養護教諭と保健室の存在がより重要になっている１)｡

1997年の保健体育審議会答申において , ｢養護教諭の

新たな役割, 求められる資質｣ が提言され, 1998年の
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本研究の目的は, 授業 ｢養護概論｣ の事前学習での学びの内容を明らかにし, 今後の課題を

検討することである｡ 対象は, ２年次に ｢養護概論｣ を選択した看護学科の学生22名である｡
学生が事前学習後に提出したレポートを分析対象とした｡ 記述された内容を養護教諭の職務
内容にしたがって分類した結果, 最も多かったのは, ｢保健指導・保健学習｣ と ｢健康相談活
動｣ であり, 最も少なかったのは, ｢伝染病の予防｣ であった｡ また, Berelson, B. の内容分析
法を用いて, 感想および考察の記述内容を分析した結果, [保健室見学による学び] と [保健
室見学の意義と今後への活用] の２つの大カテゴリに分類され, 前者では14のカテゴリ, 後者
では３つのカテゴリが抽出された｡ 学生は, 事前学習により養護教諭の存在意義, 職務の対象,
職務内容, 仕事の多様性・困難性とともにやりがいを理解し, 今後の学習への動機付けや意欲
の向上にもつながっていることが明らかになった｡ ����
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中央教育審議会答申においても, 心の居場所としての

保健室について提言された｡ これらを受けて, 今後,

養護教諭に求められる知識と技術は, 質・量ともに増

加すると考える｡

A大学医学部看護学科では, このような時代の要請

に応える養護教諭の養成をめざし, 一種免許状取得の

ための養護に関する科目として ｢養護概論｣ (選択制)

を開講している｡ ｢養護概論｣ では, 養護教諭の活動

をイメージし, 理解することが重要である｡ また, 堀

内ら２) は, 養護教諭志向を高めるためには, 養護教諭

のあり方について, 講義などで学ぶだけでなく実際の

活動に触れることを通して養護教諭のやりがいや喜び

を実感できるような場を設けることが必要であろうと

述べている｡ よって, 授業 ｢養護概論｣ の事前学習と

して, 養護教諭の職務の実際を学ぶという目的で, 各

学生の母校の協力を得て, 保健室見学と養護教諭の指

導を受ける機会を設けた｡

そこで, 本研究では, ｢養護概論｣ の事前学習での学

びの内容を明らかにし, 今後の課題を検討することを

目的とした｡

１. 調査対象

対象は, 2006年度前期に養護教諭一種免許状取得の

ために ｢養護概論｣ を履修したA大学２年生22名であ

る｡ 分析対象は, 22名の学生が事前学習後に提出した

レポートである｡

２. ｢養護概論｣ について

｢養護概論｣ は２単位 (90分×15回) の講義科目で

あり, ２年前期に開講している｡

授業の目的は, 養護の理念, 養護教諭及びその活動

について学び, 児童・生徒・学生・教職員を対象とし

た健康管理・健康教育の概要を理解することである｡

なお, ｢養護概論｣ は教員職員免許法施行規則の ｢養

護概説｣ に該当する科目である｡

３. 事前学習の概要

｢養護概論｣ 履修前の２月上旬に, 履修予定の学生

を対象として, ｢養護教諭の職務の実際｣ を学ぶこと

を目的とした事前学習についてのオリエンテーション

を実施した｡

学生は, 春休み中に母校 (小学校, 中学校, 高校)

の養護教諭または知っている養護教諭１名に連絡をと

り, 保健室見学と養護教諭へのインタビューをするこ

とについて承諾を得る｡ 承諾が得られた後に学校保健

室を訪問し, 保健室での仕事の実際を見学し, 文部科

学省が主催する養護教諭の研修会で示された養護教諭

の職務内容 (９項目)３) を参考にしながら, 養護教諭

の職務の実際について養護教諭にインタビューする｡

また, 養護教諭の仕事のやりがいや工夫していること,

困難なことについてもインタビューする｡ 学生には,

養護教諭の活動に支障がないように配慮すること, 個

人を特定できる情報は入手しない, 学校名などをレポー

トに記載しないなどの個人情報保護に関することにつ

いて指導した｡ 見学終了後, 見学およびインタビュー

から学んだ内容とそれに対する感想・考察をレポート

にまとめて提出することを課している｡

４. 分析方法

１) 養護教諭の職務内容の学び

レポートの内容において, 養護教諭の職務内容 (９

項目)３) に関する記述の有無を著者らで確認し, ９項

目のうち記述されている項目を抽出した｡

２) レポートに記述された ｢感想・考察｣ の内容

レポートに記述された ｢感想・考察｣ の内容に対し

ては, Berelson, B. の内容分析４) を行った｡ 記録単位

は, 保健室見学と養護教諭へのインタビューから ｢感

じたこと, 学んだこと｣ が記述されている主語と述語

からなる１文章とした｡ 文脈単位は, 記述内容の全体

の文脈が理解できる文節, いくつかの文節が構成する

文章全体であり, 文脈単位を１データとした｡ 分析対

象とする記述を意味内容の類似性に従い分類し, その

分類を忠実に反映したカテゴリ名をつけた｡ 分類とカ

テゴリ名は著者らが協議の上で決定した｡

５. 倫理的配慮

｢養護概論｣ の授業が終了し, 成績評価終了後に, 事

前学習として実施した保健室見学後のレポート分析に

関する研究への協力を学生に依頼した｡ 研究の趣旨,

目的, プライバシーの保護, 研究への参加は個人の自

由意思であり, 研究協力の諾否が成績に影響しないこ

と等を説明し了解を得た｡ 特に, 感想・考察の分析に

おいては, 学生個人が特定されるようなデータは一切

用いないことを約束した｡

１. 保健室見学の状況

保健室見学の概要を表１に示した｡

訪問保健室数,レポート数は各々24であった｡ 小学

校３校, 中学校８校, 高校13校で高校が多かった｡ １

名の学生は, 小学校, 中学校, 高校の保健室を訪問し

ていた｡ 訪問は, ２月20日から４月３日の間に実施し

ており, １校あたりの訪問時間は最短20分から最長630
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学
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：
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校
保
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保
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１
小
学
校

30
分

○
○

○

２
小
学
校

30
分

○
○

○
○

３
�(1)小学校240分

○
○

○
○

○
○

○
○

３
�(2)中学校540分

○
○

○
○

○
○

○
○

４
中
学
校

30
分

○
○

○
○

○
○

５
中
学
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分

○
○

○
○

○
○
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学
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○
○

○
○

○

７
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○
○

８
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学
校
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分
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○

○

９
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学
校

記
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○
○

○

10
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学
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○
○

○
○

○
○
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○

12
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○
○

○

13
高
校

65
分

○
○

○

14
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○
○
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○

○
○

15
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校
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○
○

○
○

16
高
校

60
分

○
○

○
○

○
○

○
○

○

17
高
校
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○
○

○
○

○
○

○
○

○

18
高
校
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分

○
○

○
○

○

19
高
校

60
分

○
○

○
○

20
高
校

15
0分

○
○

○
○

○

21
高
校
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○
○

○
○

○

22
高
校
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分

○
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○
○

○
○

○

３
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○
○

○
○

○
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表２ レポートに記述された ｢感想・考察｣ の内容 (【 】内は文脈単位)����� ������������ �����

小カテゴリ １�《養護教諭は一人一人の子どもと向き合い, 子どものために働く仕事》 【21】
記述例 ・｢子どもの健康を考えて, 子どものために働く｣

・｢現代ならではの問題 (いじめ, 不登校, 喫煙, 避妊など) に対して生徒一人一人と向き合う｣
・｢一番大切なことは, 生徒に寄り添って何があっても生徒の味方でいること｣

小カテゴリ ２�《成長する児童・生徒の健康管理に関わる養護教諭の存在の大切さ》 【20】
記述例 ・｢子どもたちに将来的な健康観を育ませる｣

・｢学校における母親のような存在｣
・｢学校全体の健康管理と保健衛生管理の中枢｣

小カテゴリ ３�《養護教諭の仕事の意外な多さ・困難さ》 【17】
記述例 ・｢自分が考えていた養護教諭の仕事が実際の養護教諭の仕事のほんの一部分であることを知った｣

・｢多くの生徒, 先生に対して時には一人で養護教諭の仕事をこなしていかなければならない重圧は大変なもの｣
小カテゴリ ４�《連携の必要性 (学校内, 地域, 家庭)》 【13】
記述例 ・｢養護教諭とは, 他の先生や地域の方としっかり向き合っていくことも大事な仕事であるのだと気づいた｣

・｢学校内だけでなく家庭にも目を向け, 広い視野で対応していく必要性がある｣
小カテゴリ ５�《養護教諭の仕事のやりがい》 【12】
記述例 ・｢子どもの成長に関わるのは楽しい｣

・｢難しい仕事ではあるが, そのぶん喜びややりがいも大きい｣
・｢養護教諭という仕事に誇りと使命感を持っておられると感じた｣

小カテゴリ ６�《養護教諭は健康に関する専門職》 【９】
記述例 ・｢保健指導はもちろんのこと, 家庭や地域と連携して健康づくりを推進するなど, 専門職としての職務の内容は

本当に幅広い｣
・｢学校における健康のスペシャリストとしての自覚を持って職務を遂行する必要がある｣

小カテゴリ ７�《自己研鑽の必要性》 【７】
記述例 ・｢子どもの病気, 価値観, 考え方も変化していく, 養護教諭はその変化に敏感に反応し適応していかなければな

らない｣
・｢医療知識を十分に兼ね備えた養護教諭が必要｣
・｢心理学がわからないといけない｣

小カテゴリ ８�《保健室は児童・生徒の居場所》 【５】
記述例 ・｢保健室は児童が安らぎを感じることができる場｣

・｢保健室は教室という人がたくさんいる場所から少し離れた位置に存在し, 生徒にはその距離が必要｣
小カテゴリ ９�《居場所としての保健室経営の難しさ》 【５】
記述例 ・｢どこまで生徒の来室を許可するのか｣

・｢健康なすべての生徒を受け入れていけば, 保健室運営の支障になる｣
小カテゴリ 10�《児童・生徒と信頼関係を築くことの重要性》 【５】
記述例 ・｢養護教諭に最も必要なのは, 感性を若く持って生徒を信じること｣

・｢生徒が保健室を訪ねてきて, 養護教諭の先生との会話を聞いていると, 生徒が先生を信頼していることがよく
わかった｣

小カテゴリ 11�《コミュニケーションの必要性》 【４】
記述例 ・｢人間だから合う, 合わないがあるけれど, 話をしてみる｣
小カテゴリ 12�《養護教諭に対する他の教員や保護者の理解の乏しさ》 【４】
記述例 ・｢教員や保護者の中には養護教諭を軽視し, 教師としてみてくれないときにはとても辛い思いをされている｣
小カテゴリ 13�《性別・発達段階に適した指導内容・方法の工夫》 【３】
記述例 ・｢学年によって, つまり心身の発達段階に応じて, 内容をかえる工夫により, それぞれが正しい知識や命の大切

さを理解できる｣
小カテゴリ 14�《養護教諭の仕事は教職員の健康にも関わる仕事》 【１】
記述例 ・｢教職員に何か問題が出たら, 一番影響を受けるのは子ども｡ だから, 私は教職員の心身の健康も大事にする｣����� ����������������� ����
小カテゴリ １�《保健室見学の意義》 【14】
記述例 ・｢“生徒と教師”という枠がない状態で養護教諭の先生と話したのは初めてで, とても新鮮だった｣

・｢養護教諭の特殊性を理解することができた｣
・｢自分が保健室でやってもらっていた様々なことが養護教諭の仕事であったことに初めて気づいた｣

小カテゴリ ２�《養護教諭の仕事への関心の高まり》 【６】
記述例 ・｢人と触れ合うことのできる仕事でとても魅力的だった｣

・｢一層養護教諭になりたい思いが高まった｣
・｢大変勉強になり, そしてさらに養護教諭の仕事に興味が持てた｣

小カテゴリ ３�《保健室見学の今後への活用》 【５】
記述例 ・｢インタビューで学んだことを頭に置いて, これからの養護教諭の授業を受けていきたい｣

・｢今回の体験をこれからの実習などに役立てていきたい｣
・｢日々の生活の中でも今回の学習を無駄にしないようにしたい｣
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分で, その平均は117.9分であった｡

２. 養護教諭の職務内容の学び

表１に, 学生がレポートした養護教諭の職務内容を

示した｡ 最も多かったのは② ｢保健指導・保健学習｣

と④｢健康相談活動｣ で, 19 (79.2％) のレポートに記

述されていた｡ 次に多かったのは③｢救急処置及び救

急体制｣ で18 (75.0％), ⑨｢保健室の運営｣ が17

(70.8％) であった｡ ⑧｢伝染病の予防｣ は最も少なく,

記述されていたのは５ (20.8％) レポートのみであっ

た｡

３. レポートに記述された ｢感想・考察｣ の内容

レポートに記述された ｢感想・考察｣ の内容を表２

に示した｡

レポート中の ｢感想・考察｣ から抽出された学びの

内容は, [保健室見学による学び], [保健室見学の意義

と今後への活用] の２つの大カテゴリに分類された｡

前者では126文脈単位に分割され , 14の小カテゴリが

抽出された｡ また, 後者では25文脈単位に分割され,

３つの小カテゴリが抽出された｡ 以下, 大カテゴリを

[ ], 小カテゴリを《 》, 学生の実際の記述を ｢ ｣

で示す｡

[保健室見学による学び] では,《養護教諭は一人一

人の子どもと向き合い, 子どものために働く仕事》で

あることに関する記述が最も多く, 21文脈単位が抽出

された｡ 具体的な内容は, ｢子どもの健康を考えて, 子

どものために働く｣, ｢現代ならではの問題 (いじめ,

不登校, 喫煙, 避妊など) に対して生徒一人一人と向

き合う｣, ｢一番大切なことは, 生徒に寄り添って何が

あっても生徒の味方でいること｣ 等であった｡

次に多かった記述は,《成長する児童・生徒の健康

管理に関わる養護教諭の存在の大切さ》であり, 20文

脈単位が抽出された｡ ｢子どもたちに将来的な健康観

を育ませる｣, ｢学校における母親のような存在｣, ｢学

校全体の健康管理と保健衛生管理の中枢｣ 等の記述が

みられ, 学生は養護教諭の存在の大切さを実感してい

た｡

また, 学生は《養護教諭の仕事の意外な多さ・困難

さ》も実感し, ｢自分が考えていた養護教諭の仕事が

実際の養護教諭の仕事のほんの一部分であることを知っ

た｣, ｢多くの生徒, 先生に対して時には一人で養護教

諭の仕事をこなしていかなければならない重圧は大変

なもの｣ 等の17文脈単位に記述していた｡ さらに ,

｢養護教諭とは, 他の先生や地域の方としっかり向き

合っていくことも大事な仕事であるのだと気づいた｣

等, 《連携の必要性 (学校内, 地域, 家庭)》が13文脈

単位であった｡ 一方, ｢子どもの成長に関わるのは楽

しい｣ と語る養護教諭の姿から《養護教諭の仕事のや

りがい》を感じ取り, ｢難しい仕事ではあるが, そのぶ

ん喜びややりがいも大きい｣, ｢養護教諭という仕事に

誇りと使命感を持っておられると感じた｣ 等の記述が

12文脈単位にみられた｡

養護教諭の活動を実際に見ることにより , 学生は

｢保健指導はもちろんのこと, 家庭や地域と連携して

健康づくりを推進していくなど, 専門職としての職務

の内容は本当に幅広い｣, ｢学校における健康のスペシャ

リストとしての自覚を持って職務を遂行する必要があ

る｣ と記載し,《養護教諭は健康に関する専門職》で

あることを学んでいた｡ さらに, ｢子どもの病気, 価値

観, 考え方も変化していく, 養護教諭はその変化に敏

感に反応し適応していかなければならない｣ 等と感じ

たことから,《自己研鑽の必要性》が挙げられ, ｢医療

知識を十分に兼ね備えた養護教諭が必要｣, ｢心理学が

わからないといけない｣ 等の記述もみられた｡

そして, ｢保健室は児童が安らぎを感じることがで

きる場｣, ｢保健室は教室という人がたくさんいる場所

から少し離れた位置に存在し, 生徒にはその距離が必

要｣ のように《保健室は児童・生徒の居場所》である

と同時に, ｢どこまで生徒の来室を許可するのか｣ と

いった《居場所としての保健室運営の難しさ》も感じ

ていた｡ 学生は, ｢養護教諭に最も必要なことは, 感性

を若く持って生徒を信じること｣, ｢人間だから合う,

合わないがあるけれど, 話をしてみる｣ と語る養護教

諭から,《児童・生徒と信頼関係を築くことの重要性》

や《コミュニケーションの必要性》を感じ取る反面,

｢教員や保護者の中には養護教諭を軽視し, 教師とし

てみてくれないときにはとても辛い思いをしている｣

等,《養護教諭に対する他の教員や保護者の理解の乏

しさ》がある現実も学んでいた｡

[保健室見学の意義と今後への活用] では, 学生は

｢“生徒と教師”という枠がない状態で養護教諭の先

生と話したのは初めてで, とても新鮮だった｣, ｢養護

教諭の特殊性を理解することが出来た｣, ｢自分が保健

室でやってもらっていた様々なことが養護教諭の仕事

であったことに初めて気づいた｣ 等, 事前学習として

の《保健室見学の意義》を見出し, 14文脈単位に記述

していた｡

そして,《養護教諭の仕事への関心の高まり》に関

する記述が６文脈単位抽出され, ｢人と触れ合うこと

のできる仕事でとても魅力的だった｣, ｢一層養護教諭

になりたい思いが高まった｣ 等と述べていた｡ さらに,

｢インタビューで学んだことを頭に置いて, これから

の養護教諭の授業を受けていきたい｣, ｢今回の体験を
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これからの実習などに役立てていきたい｣ 等,《保健

室見学の今後への活用》についての記述が５文脈単位

にみられた｡

授業 ｢養護概論｣ の事前学習として行った保健室見

学と養護教諭へのインタビューのレポートに記述され

た内容を分析した結果から, 事前学習の効果と今後の

課題について考察する｡

１. 事前学習の方法

小学校３校, 中学校８校, 高校13校と高校の保健室

への訪問が最多であり, 学生にとって, 卒業まもない

母校の高校には知っている教員が多く, 身近で訪問し

やすかったのではないかと考える｡ 訪問時間は, １校

最短20分から最長630分であり , 差がみられた｡ 堀内

ら２) は, 授業に保健室見学をとり入れる試みにおいて,

見学時間は大学の１授業時間と同じ90分としている｡

保健室見学による学生の学びの内容を明らかにし, 訪

問先の養護教諭の業務や負担を考慮して, 事前学習と

して意義のある訪問時間の設定について検討する必要

性があると考えられる｡ また, 20分という短い訪問が

見学として位置づけられるのか, 保健室見学の内容の

統一も今後の課題と考える｡

２. 事前学習の効果

｢感想・考察｣ から抽出された学びの内容から, 学

生は, 養護教諭の仕事の多様性や困難性とともにやり

がいを感じ取ることで, 漠然としていた養護教諭像が

より鮮明に具体性をもって思い描けるようになってい

た｡ 相原ら５) は, 看護学生の早期体験実習において,

それまでの漠然としたイメージが具体的なものとなっ

たり, それまで持っていたイメージが現実的なものへ

と変化したことによって, 学生たちは, 現実に則して

物事を考えることができるようになり, 授業内容がよ

り理解できるため, これが学習意欲の向上につながる

と述べている｡ 本研究においても, 学生は養護教諭の

仕事に魅力を感じ, 将来目指す思いが高まり, ｢インタ

ビューで学んだことを頭に置いて, これからの養護教

諭の授業を受けていきたい｣ などと記述したことから,

授業 ｢養護概論｣ の事前学習が今後の学習への動機付

けや意欲の向上につながっていることが伺えた｡

[保健室見学による学び] では,《養護教諭は一人一

人の子どもと向き合い, 子どものために働く仕事》で

あり, 学生は《成長する児童・生徒の健康管理に関わ

る養護教諭の存在の大切さ》を実感していた｡ 学生は,

実際に児童・生徒とかかわる養護教諭の様子から, 保

健室の物理的な環境より養護教諭の役割や保健室の機

能・運営を学んでおり, 堀内ら２) の研究と同様の結果

が得られた｡ 各校の養護教諭が自らの保健室運営方針

を学生に伝えたことも養護教諭の役割としての保健室

の機能・運営のイメージを広げ, 養護教諭の活動の理

解を助けることにつながっているのではないかと考え

る｡《養護教諭の仕事の意外な多さ・困難さ》では,

学生は, 児童・生徒として見ていた養護教諭の仕事は

ほんの一部分に過ぎなかったことを実感していた｡ 多

くの学生は, 健康な児童・生徒として学校生活を送る

ことから, 今までに養護教諭の広範な仕事内容を知る

機会は少なかったと考えられる｡ 養護教諭の仕事の実

際を知り, 意外な多さ・困難さに気づくことで学生は

養護教諭の活動として理解していなかった部分に目を

向けられ, さらに学びを深めようと動機付けられる可

能性があると考える｡《養護教諭の仕事のやりがい》

では, 学生は養護教諭の語りから, 仕事に対する誇り

と使命感等を感じ取っていた｡ 実際に保健室に来た生

徒の話を聴き, 生徒の笑顔を見たことで, やりがいを

自ら体験した学生もあった｡ 学生が養護教諭の仕事の

やりがいについて見る・聴くことと, 接することで得

た学びは, 実感を伴い,その後の授業での学習効果を高

められるのではないかと考えられる｡

[保健室見学の意義と今後への活用] では, 学生は,

児童・生徒とは違う立場で養護教諭と話したことに新

鮮さを覚え, ｢養護教諭の特殊性を理解することが出

来た｣ と述べ,《保健室見学の意義》を見出した｡ 堀

内ら２) は, 養護教諭養成課程の学生として保健室見学

をするということは, 一時的にせよ養護教諭の立場で

保健室を見るという体験ができたと述べている｡ 学生

が大学入学時に抱いていた保健室や養護教諭のイメー

ジは児童・生徒の立場から見たものと考えられる｡ 事

前学習によって, 実際に養護教諭側の立場から保健室

を見学することは, 学生の養護教諭や保健室に対する

イメージづくりに大いに役立ったと考える｡ そして,

学生は, 養護教諭の仕事は ｢人と触れ合うことのでき

る仕事でとても魅力的｣, ｢一層養護教諭になりたい思

いが高まった｣ と述べ, 養護教諭像を鮮明に思い描け

るようになったことが,《養護教諭の仕事への関心の

高まり》につながったといえる｡ さらに, ｢今回の体

験をこれからの授業や実習に役立てたい｣ という《保

健室見学の今後への活用》の意向が述べられ, 学習意

欲の向上が伺えた｡

今回の分析においては, 学生の学びの内容を広く抽

出することをめざしたため, 訪問時間や校種による検

討は行わなかった｡ しかし, 訪問時間や校種によって,
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レポートの記述量や内容に違いがある可能性も考えら

れる｡ 訪問時間や校種をレポートの記述量や内容とク

ロス検討し, より効果的な保健室見学の考案に生かす

ことは今後の課題としたい｡

さらに, 事前学習の効果については, 授業終了後の

学生の学びと合わせて考え, 学生の達成度にどのよう

に影響していたのかについての検討が必要と考えられ

る｡

３. 事前学習を生かす授業展開

今回の事前学習では, 学生が実際に保健室に身をお

き, 養護教諭に直接かかわり, また, 養護教諭と児童・

生徒とのかかわりに接する機会をもつことによって,

種々の養護教諭の職務の実際を学んでいた｡

学生のレポートに記述された養護教諭の職務内容の

うち④｢健康相談活動｣ が多かったのは, 養護教諭自

身が相談活動を重視している１) 現状が反映していると

考える｡ 一方, ⑧｢伝染病の予防｣ が少なかったこと

については, 中桐ら６) の養護教諭の執務に関する実習

においても, 実習時期が６月あるいは９月である関係

で ｢伝染病対策｣ は経験なしが多いと報告されている｡

よって, 本研究の結果も, 今回の事前学習の時期が伝

染病予防により重点がおかれる夏季や冬季ではなかっ

たことが影響しているのではないかと推察される｡ ま

た, 学校現場において感染予防に対する養護教諭の意

識が非常に希薄である７) ことも関連していると考えら

れる｡ 学校保健において唯一医学の専門知識をもち,

児童・生徒の心身の健康を守る立場にある養護教諭は

医学の動向を把握し, 常に新しい情報をキャッチする

必要がある７)｡ 養護概論では ｢学校環境衛生・感染症

予防｣ に関する授業を行っている｡ この授業の中で,

学生の感染症予防に対する意識づけを行う必要性が確

認された｡

さらに, 学生は《養護教諭は健康に関する専門職》

であることを学び, ｢医療知識や心理学を学ぶ必要が

ある｣ と記述し,《自己研鑽の必要性》を感じていた｡

保健室での相談活動が重要視されている中 , 久保田

ら８) は, 健康相談活動の対象は背景要因に心因性症状

があるものなので, 心身医学の基礎知識は必要不可欠

であると述べている｡ また, 長谷川ら９) の研究では,

健康相談活動の資質・能力を高めるための研修として,

対象となった養護教諭の23.8％が ｢心理学・医学的な

知識の習得・研修｣ が必要, そして, 22.0％が ｢カウ

ンセリングの理論と方法｣ が必要と回答している｡ よっ

て, 今後, 養護教諭に求められる資質として心理学・

医学的な知識の重要性が高まっていることを考慮し,

学生がこれらの知識を身につけた養護教諭をめざして

自己研鑽する意欲を授業の中で生かし,伸ばせるよう

な工夫が必要と考える｡

堀内ら２) は, 養護教諭関連科目の授業で保健室見学

についての班学習を行っている｡ また, 皆川ら10) は,

グループワークの学びとして, 未経験の情報をグルー

プメンバーから取り入れたことによって視野が拡大さ

れたことを挙げている｡ 今回の保健室見学について,

養護概論の授業でグループワークを行ってお互いの情

報を共有すると視野が広がり, 養護教諭および保健室

についての学びがより一層深まるであろう｡ また, 保

健室見学によって思い描いた自らの養護教諭像につい

て話し合うことにより, 学習意欲を伸ばしながら養護

とは何かを考えていく方向に授業を展開できるのでは

ないかと考える｡

授業 ｢養護概論｣ の事前学習として, 保健室を見学

し, 養護教諭にインタビューを行った学生の学びにつ

いて, レポートの分析により, 以下の結果を得た｡

１. 学生が記述した養護教諭の職務内容のうち最も多

かったのは, ｢保健指導・保健学習｣ と ｢健康相談

活動｣ であり, 最も少なかったのは, ｢伝染病の予防｣

であった｡

２. レポート中の ｢感想・考察｣ から抽出された学び

の内容を分析した結果, [保健室見学による学び],

[保健室見学の意義と今後への活用] の２つの大カ

テゴリに分類された｡

３. [保健室見学による学び] では, 学生は《養護教

諭は一人一人の子どもと向き合い, 子どものために

働く仕事》であること,《成長する児童・生徒の健

康管理に関わる養護教諭の存在の大切さ》を実感し

ていた｡ また,《養護教諭の仕事の意外な多さ・困

難さ》を知る反面,《養護教諭の仕事のやりがい》

を感じ取っていた｡ さらに,《連携の必要性 (学校

内, 地域, 家庭)》,《養護教諭は健康に関する専門職》

であることを学び,《自己研鑽の必要性》では, 医療

知識や心理学の勉強の必要性を感じていた｡

４. [保健室見学の意義と今後への活用] では, 学生

は事前学習としての《保健室見学の意義》を見出す

とともに《養護教諭の仕事への関心の高まり》を感

じていた｡ また,《保健室見学の今後への活用》に

ついても積極的な姿勢を示した｡

以上の結果から, 事前学習は, 養護教諭の存在意義,

職務の対象, 職務内容, 仕事の多様性・困難性ととも
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にやりがいを理解し, 今後の学習への動機付けや意欲

の向上につながっていることが明らかになった｡ また,

事前学習の方法の検討, 事前学習を生かした授業の展

開の工夫が今後の課題と考えられた｡

１) 山名康子, 中薗伸二, 岡田 潔ほか：養護教諭の

職務と養成に関する調査研究 , 学校保健研究 , 44,

181-190, 2002.

２) 堀内久美子, 下村淳子：養護教諭養成課程１年生

の授業に保健室見学をとり入れる試み, 日本養護教

諭教育学会誌, 5(1), 69-75, 2002.

３) 文部科学省養護教諭中央研修会資料 (平成13年度).

４) 舟島なをみ：質的研究への挑戦, 42-53, 医学書院,

東京, 2002.

５) 相原優子, 勝山貴美子, 渡邉順子ほか：看護学生

が捉えた早期体験実習における体験の意味, 日本看

護医療学会雑誌, 7(2), 27-35, 2005.

６) 中桐佐智子, 門田美千代, 土井さや子ほか：養護

実習における実習内容と学生の達成感の検討, 吉備

国際大学保健科学部紀要, 10, 1-10, 2005.

７) 檪 直美, 宮城由美子, 大庭優子ほか：養護教諭

養成課程における看護能力の育成－保健室における

感染予防の問題点と今後の課題－, 九州女子大学紀

要, 39(2), 13-22, 2002.

８) 久保田かおる, 三木とみ子：健康相談活動の実践

方法に関する研究－心身の相関理解と養護教諭の資

質・能力を生かした健康相談活動の在り方の研究－,

女子栄養大学紀要, 35, 61-69, 2004.

９) 長谷川亜紀, 門田新一郎：養護教諭の健康相談活

動に関する調査研究－中学校の養護教諭を対象とし

て－, 教育保健研究, 14, 73-81, 2006.

10) 皆川敦子, 北村眞弓, 三好陽子ほか：早期体験実

習における看護学生の学び－早期体験実習後におけ

るレポートからの分析－ , 日本看護医療学会雑誌 ,

8(2), 33-43, 2006.

(受付 2007年９月４日)

�� � �


